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鳥羽市営定期船 「第 27 鳥羽丸」につ いて

は じめ に

　 「第 27 弓羽 丸」は、伊勢湾口、志摩

半島の 東端に浮 か ふ、三 島由紀夫の 小説

「潮騒 」の 舞台て 有 名 に な っ た 。神 島 を

は しめ 、答志島、香島、坂手島なとの 島嶼

間 と鳥羽 を むすふ 定期航路 に 就航する 鳥

羽 市 営定期 船と して 、平成 9 年 3 月 10日、

伊 勢市 の ニ ユ
ー

ン ヤ パ ン 　マ リン株 式 会

社にお い て建造さ れ引き渡 された。

一
般計画

　本 定明 航 路 は、在 来船 7隻 （予 備船 1

隻 を 含 む） て 運 行 し て お り各 船 の 速 力 は

10 ノ ノ ト〜13ノ ノ ト、定員 は 200人〜

300人て 、船型 は一
軸船て 、生盾物資の

輸 送 も 必 要 な ため 全船 と も 貨 客 船型 て あ

る 。 新造船は冷暖房を完備 し、船型を二

軸船 に して 快適 性 と ス ビー
ト化 か 図 ら

れ、優美 な 外観 を備 え る こ と と して 計画

された。

（1） 主 要 目等

　　全 　長

　　垂 線間長

　　幅　 （型 ）

　　深 さ （型 ）

　　計画満載喫水

　 　総 トン 数

　　航海速力

　　航行区域

　 　最 大 搭載 人 員

　2460m

　2290m

　 600m

　 240m

　 124m

　74トン

17ノ ノ ト

平水区域

　 254名

（2）主 機 関等

　 　 　ヤ ン マ
ー6LAHK−STI　X 　2基

　　　620PS× 1900rpm

　 　発 電 用機 関

　 　 　ヤ ンマ
ー4PHL −TN

　　　50PS × 1800rpm

　 　発 電 機

　　　40kVA　AC225 ＞ 3 φ　60Hz

　 　 　 DC24V 　35A

（3）航海計器

　 　 レ
ー

タ
ー

　 　 12イ ンチ、デ イラ イ ト

　　GPS 航走装置 10インチ　カラ
ー

概略形状

　船体およひ 上甲板構造物は FRP製て、

船首は 傾斜型、船尾 は トラ ン サ ム 型 と し

て 、2 基 の ス ク リュ ウ プ ロ ヘ ラ、テ ィ
ー

セ ル 機 関を 備え た角 形単 胴船 て あ る。

　上甲 板下 は、4 枚の 横置 水密隔 壁に よ

り区 画 さ れ、船尾 に舵 取 機 室 、船 尾 部空

所 、中央 部 に機 関室、空調 機室 及 ひ空所、

船首 部 に倉 庫 を設 けて い る。

船　体

　本胎は強化プラ ス チ ノク船特殊基凖及

ひ 高 速 艇 と し て の 構造 を 考 慮 して 横 肋骨

構造方式を採用し、軽量 て 十分強固な構

造 と し、防振に 充分留盲 した設計 とな っ

て い る 。

舵及 びシャ フ ト　 ブラケ ッ ト

　単板吊 り 下 げ 舵 2枚て 、推進 軸 に 対す

る ノ ヤフ ト　フ ラ ケ ノ ト形状は 2本足 の

Y型 と し、ボ ス 下端に は プロ ペ ラ カー
ト

を取 り付け て い る 。

逹

　 ／／

客　室

　上甲板上中央 部 に乗 降 口 を兼 ね た立 席

客室 を、前部及 ひ後部 に 椅子 席客室 を、

遊 歩 甲板 上 に 立 席 を備 え て い る 。遊歩 甲

板上へ の 人力 による荷物の揚げ降ろ しを

考慮 して 、遊歩甲 板の 前 後部 に 舷門 を設

け、甲板 高 さ も低 く して い る。

防熱 ・防 音工事

　 操舵 室、客 室 の 暴 露 部 直下、側 璧及 ひ

機 関 室の 天井 及 ひ 周 囲壁 に 防M 及 び 防音

工 事 を施行 して い る。

おわ りに

　本船の 基本設計およひ 建造監理 を進め

る に あ た り、常 に 積 極 的 な ご 支 援 と ご高

配を賜 っ た関係者各位に対 し厚くお礼申

し上 げ ます。また、建 蓮に 当た っ て はニ

ュ ウ ノ ヤ ハ ン 　マ リン 株式会社を は し め

と し、関連メーカー
各位が高度な技術 と

。成意 を もっ て 努力 され た こ とを 付 記し ま

す。
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